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調査の概要
１．調査の目的
　この調査は，健康増進法（平成14年法律第103号）に基づき，国民の身体の状況，
栄養素等摂取量及び生活習慣の状況を明らかにし，国民の健康の増進の総合的な推進
を図るための基礎資料を得ることを目的とする。

２．調査の対象
　調査の対象は，令和４年国民生活基礎調査（約11,000単位区内の世帯約30万世帯
及び世帯員約67万４千人）において設定された単位区から層化無作為抽出した300単
位区内の全ての世帯及び世帯員で，令和４年11月１日現在で１歳以上の者とした。
　
　　以下の世帯及び世帯員は調査の対象からは除外した。
　　＜世帯＞
　　・ 世帯主が外国人である世帯
　　・ ３食とも集団的な給食を受けている世帯
　　・ 住み込み，賄い付きの寮・寄宿舎等に居住する単独世帯
　　＜世帯員＞
　　・ １歳未満（乳児）
　　・ 在宅患者で疾病等の理由により，流動状の食品や薬剤のみを摂取している又は

投与されている場合など通常の食事をしない者
　　・ 食生活を共にしていない者
　　・ 世帯に不在の者（次に掲げる者）

単身赴任者，出稼ぎ者，長期出張者（おおむね３ヶ月以上），遊学中の者，社
会福祉施設（介護保険施設含む）の入所者，長期入院者，預けた里子，収監中
の者，その他別居中の者

３．調査項目及び調査時期
（１）調査項目及び対象年齢
　本調査は，身体状況調査票，栄養摂取状況調査票及び生活習慣調査票からなり，
調査項目及び対象年齢は下記のとおりとした。なお，年齢は，令和４年11月１
日現在の年齢とした。

　　ア．身体状況調査票
　　　（ア）身長（１歳以上）
　　　（イ）体重（１歳以上）
　　　（ウ）腹囲（20歳以上）
　　　（エ）血圧：収縮期（最高）血圧，拡張期（最低）血圧（20歳以上）［２回測定］
　　　（オ）血液検査（20歳以上）
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　　　（カ）問診（20歳以上）
①血圧を下げる薬の使用の有無
②脈の乱れに関する薬の使用の有無
③コレステロールを下げる薬の使用の有無
④中性脂肪（トリグリセライド）を下げる薬の使用の有無
⑤貧血治療のための薬（鉄剤）の使用の有無
⑥糖尿病指摘の有無
⑦糖尿病治療の有無
⑧治療の状況：インスリン注射または血糖を下げる薬の使用の有無，通院に
　　　　　　　よる定期的な血液検査や生活習慣の改善指導の有無
⑨医師からの運動禁止の有無
⑩運動習慣：１週間の運動日数，運動を行う日の平均運動時間，運動の継続
　　　　　　年数

　　イ．栄養摂取状況調査票（１歳以上）
　　　（ア）世帯状況：氏名，生年月日，性別，妊婦（週数）・授乳婦別，仕事の種類
　　　（イ）食事状況：家庭食・調理済み食・外食・給食・その他の区分
　　　（ウ）食物摂取状況：料理名，食品名，使用量，廃棄量，世帯員ごとの案分比率
　　　（エ）１日の身体活動量〈歩数〉（20歳以上）

　　ウ．生活習慣調査票（20歳以上）［自記式調査］
　食生活，身体活動，休養（睡眠），飲酒，喫煙，歯の健康等に関する生活習
慣全般を把握した。また，令和４年は新型コロナウイルス感染症の感染拡大に
よる生活習慣の変化について把握した。　　
　令和元年から，生活習慣調査票のオンライン調査が導入された。調査対象者
はインターネットを経由して，自宅や会社などのパソコン，スマートフォンか
ら電子調査票に回答した。

（２）調査時期
　　  令和４年11 ～ 12月中とした。
　　ア．身体状況調査： 調査地区の実情を考慮して，最も高い参加率をあげ得る日時
　　　　（複数日設定しても構わない）
　　イ．栄養摂取状況調査：日曜日及び祝祭日を除く任意の１日
　　ウ．生活習慣調査：調査期間中（令和４年11 ～ 12月中）

４．調査要項
（１）調査員の構成
　調査員は，医師，管理栄養士，保健師，臨床（衛生）検査技師及び事務担当者
等をもって構成した。栄養摂取状況調査については，主として管理栄養士，栄養
士がこれにあたり，身体状況調査については医師，保健師，臨床（衛生）検査技
師等が担当した。
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（２）調査体制
　　　調査体制は８頁のとおりである。

（３）調査票の様式
　　ア．身体状況調査票･･････････････････25～26頁参照
　　イ．栄養摂取状況調査票･･････････････27～30頁参照
　　ウ．生活習慣調査票･･････････････････31～32頁参照

（４）調査方法
　　ア．身体状況調査

　被調査者の集合に便利な場所を会場に設定し，以下の方法で測定した。
　（ア）身長：両かかとを密接させ，背，臀部及びかかとを身長計の尺柱に接して

直立させて，両上肢を体側にたれ，頭部を正位に保たせて測定した。
　（イ）体重：被調査者を裸体に近い状態にして，体重計の秤台の真中に特に静か

に乗らせて測定した。なお，体重は裸体で測定するのが望ましいが，衣服
を着たまま測定した場合は，衣服の重さを測定数値から差し引いた。

　（ウ）腹囲：立位でへその高さで計測した。その際，被調査者には，両足をそろ
え，両腕はからだの横に自然に下げてもらい，腹壁に力が入らないように
した。なお，できるだけ飲食直後の測定を避けるようにした。
　測定者は，被調査者の正面に立ち，巻き尺（合成樹脂製JIS規格のもの
で，伸縮による目盛りの狂いの少ないもの）を腹部に直接あてた。巻き尺
が水平面できちんと巻かれているかを確認し，普通の呼吸での呼気の終わ
りに,0.5cmまでの単位で目盛りを読みとった。
　正確な計測を行うため，下着などは着用しないことが望ましいとしたが，
被調査者の負担とならないように配慮した。

　（エ）血圧：測定機器…ハイブリッド血圧計を使用した。機種選定の際は，以下
の１）～４）について，すべてを満たすものとした。
１）測定方式：聴診法
２）加圧方式：送気球による手動加圧
３）表示方式：バー表示
４）医療機器分類：管理医療機器又は特定保守管理医療機器

　　　【血圧測定の条件】
①測定前の運動，食事，たばこ，寒冷曝露など，血圧測定値に影響があると
考えられる条件を避けるようにした。
②あらかじめ排尿させ，測定前５分以上の心身の安静をとった後に測定した。
③体位は，椅子（背もたれのあるものが望ましい）の座位とした。
④測定部位は右腕の上腕とした。右腕での測定が不可能なものについては，
左腕で測定した。
⑤上腕を緊縛する衣服を着ている場合は，脱衣のうえ，マンシェットを巻いた。
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　　　【血圧測定（１回目）の手順】
①血圧計を垂直に置く。
②手のひらを上に向け，マンシェットの下縁が肘窩の２～３cm上になるよ
うに巻いた。巻いた後に指が１～２本入る余裕を持たせた。
③測定の際には，肘関節を軽度伸展させ，マンシェットの中心位置が被調査
者の心臓と同じ高さにした。
④聴診法で収縮期血圧を推測し，推定血圧より30mmHg上（＝加圧目標値）
にあげてから，徐々に減圧し，収縮期血圧及び拡張期血圧を測定した。
⑤加圧目標値で既にコロトコフ音が聞こえてくる場合は，すぐさま減圧し，
【血圧測定（２回目）の手順】に従った。
⑥２回目の測定は，④から繰り返した。

　　　【血圧測定（２回目）の手順】
①１回目の測定後，いったん被調査者のマンシェットを外し，完全に空気を
抜いた。
②２回目の測定の際は，１回目と２回目の測定の間，被調査者に深呼吸をさ
せないようにした。
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　（オ）血液検査：食事直後（30分以内）はなるべく控え，駆血帯を使用して，座
位で静脈から採血した。各血液検査項目とその測定方法は以下に示す。

検　査　項　目 測　定　方　法

血色素量 SLS-Hb法（自動化法）

ヘマトクリット値 シースフローDC方式（自動化法）

赤血球数 シースフローDC方式（自動化法）

白血球数 半導体レーザーFCM方式（自動化法）

血小板数 シースフローDC方式（自動化法）

血糖値 ヘキソキナーゼUV法

ヘモグロビンA1c 酵素法

総コレステロール コレステロール酸化酵素法（COD-POD法）

HDL-コレステロール 直接法

LDL-コレステロール 直接法

中性脂肪（トリグリセライド） 酵素法（GK-GPO･遊離グリセロール消去）

総たんぱく質 Biuret法

アルブミン BCP改良法

クレアチニン 酵素法

血清鉄 ニトロソー PSAP法

総鉄結合能（TIBC） ニトロソー PSAP法（計算法）

AST（GOT） JSCC標準化対応法

ALT（GPT） JSCC標準化対応法

γ-GT（γ-GTP） JSCC標準化対応法

尿酸 酵素法（ウリカーゼPOD法）

　（カ）問診：
①薬の服用の有無…現在，医師の指示の有無にかかわらず，血圧を下げる薬，
脈の乱れに関する薬，コレステロールを下げる薬，中性脂肪（トリグリセ
ライド）を下げる薬，貧血治療のための薬（鉄剤）を服用しているものを，
服用「有」とした。
②糖尿病診断の有無…「境界型である」，「糖尿病の気がある」，「糖尿病に
なりかけている」，「血糖値が高い」などのようにいわれたことも含め，こ
れまでに医療機関または健診で糖尿病といわれたことがある場合は「有」，
ない場合は「無」とした。
③糖尿病治療の有無…通院による定期的な検査や生活習慣の改善指導を含
め，現在，糖尿病治療をしている場合は「有」，治療していない場合は「無」
とした。
④投薬の有無…インスリン注射または血糖を下げる薬を使っている場合を
「有」とした。
⑤生活習慣改善の取組の有無…通院による定期的な血糖の検査や生活習慣
の改善指導を受けている場合を「有」とした。
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⑥医師等からの運動禁止の有無…現在，医師等から運動禁止の指示がある場
合は「有」，ない場合は「無」とした。
⑦運動習慣…「現在，医師等からの運動禁止の有無」に「有」と回答したも
のは，「運動習慣」には回答不要とし，「運動の習慣有り」とは次の３項目
全部に該当する者とした。
　・運動の実施頻度として，週２日以上
　・運動を行う日の平均運動時間として，30分以上
　・運動の継続期間として，１年以上

　　イ．栄養摂取状況調査
　（ア）食物摂取状況

　調査日は，日曜，祝祭日以外で，冠婚葬祭その他特別に食物摂取に変化の
ある日を避け，被調査世帯においてなるべく普通の摂取状態にある日に実施
した。被調査者の積極的協力を得るため，調査開始前に被調査地区民に対し
調査の趣旨を十分説明した。調査員が栄養摂取状況調査票を各世帯に配付し
記入要領を十分説明したうえ，秤を用いて秤量記入させたが，使用量が少な
く秤量困難なもの等については目安量をもって記入させた。
　また，調査員である管理栄養士等は，被調査世帯を直接訪問する等し，記
入状況を点検するとともに不備な点の是正や記入の説明にあたった。

　（イ）１日の身体活動量<歩数>
　歩数計を用いた１日の身体活動量（歩数）の測定は，歩数計を対象者に事
前に配布して歩数測定方法を説明し，これに従って測定後，被調査者に１日
の身体活動量（歩数）と歩数計の装着状況を記録させた。

　　ウ．生活習慣調査
　留め置き法による質問紙調査とオンライン調査のいずれかの方法で回答させ
た。質問紙調査では，生活習慣調査票を配付し記入させた。オンライン調査で
は，インターネットを経由して，自宅や会社などのパソコン，スマートフォン
から電子調査票に回答させた。
　

（５）調査に関する秘密の保持
　この調査は，世帯や個人の私的なことに及ぶ場合もあるため，その個人情報の
保護と管理に万全を期し，被調査者が危惧の念をいだかないように留意した。
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５．調査の機関と組織
　・ 厚生労働省は，令和４年国民健康・栄養調査企画解析検討会を設置し，本調査の
調査設計及びその解析について専門的な立場から意見を聞いた。

　・ 厚生労働省が企画立案し，都道府県，保健所設置市及び特別区衛生主管部（局）
統括の下，調査は調査地区を管轄する保健所が行った。

　・ 保健所では，保健所長等を班長とする国民健康・栄養調査班を編成し，調査員が
調査の実施にあたった。

　・ 国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所は，厚生労働省に提出された調査
票について，入力・集計・作表を行った。

６．結果の集計
　結果の概要における集計結果の評価のうち，「有意に高かった（低かった，増加した，
減少した）」「有意な増減はみられなかった」などについては，統計学的な検定（両側
有意水準５％とした）に基づき記述した。以下に詳細を述べる。

（１）年次推移に関する分析
　基本項目における10年間の年次推移に関しては，「平成22年国勢調査による基
準人口（20－29 歳，30－39歳，40－49歳，50－59歳，60－69歳，70歳以上の６区分）」
を用いて年齢調整値を算出＊1し，各年次の平均値又は割合と標準誤差を用いて，
joinpoint regression＊2で検定を行った。65歳以上の低栄養傾向（BMI20以下）の
者の割合の10年間の年次推移に関しては，「平成22年国勢調査による基準人口（65
－74歳，75－84歳，85歳以上の３区分）」を用いて年齢調整値を算出＊1し，各年
次の割合と標準誤差を用いて，joinpoint regression＊2で検定を行った。
　なお，年次推移については，平成24年から令和４年の10年間について検定を
行い，また，平成24年及び28年調査結果については，「全国補正値」＊3として算
出した値を用いた。

　
（２）年次比較に関する分析
　基本項目における年次比較に関する傾向性の検定には，重回帰分析を用いて年
齢調整（20－29歳，30－39歳，40－49歳，50－59歳，60－69歳，70歳以上の６区分）
を行った。

（３）世帯の年間収入に関する分析
　世帯の年間収入と生活習慣・食生活に関する項目の推定値は，年齢階級（20－
39歳，40－59歳，60－69歳，70歳以上の４区分）と世帯員数（１人，２人，３人，
４人，５人以上の５区分）で調整した。世帯員数は，生活習慣調査票の問12の世
帯の代表者の回答を用いた。割合に関する項目は直接法，平均値に関する項目は
共分散分析を用いて算出した。世帯の年間収入の群間比較に関する項目は，多変
量解析（割合に関する項目は多変量ロジスティック回帰分析，平均値に関する項
目は共分散分析）を用いて600万円以上を基準とした他の３群との比較を行った。
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（４）等価所得に関する分析
　等価所得は，生活習慣調査票の問13で世帯の代表者が回答した過去１年間の
世帯の収入（税込み）区分の下限と上限の中央値を代表値として，問12で世帯
の代表者が回答した世帯員数の平方根で除して算出した。なお，問13における
選択肢「14：1,500万円以上」の区分については中央値が求められないことから，
選択肢「13：1,000 ～ 1,499万円」と「14：1,500万円以上」の２区分の分布を用
いてPareto曲線から算出し＊4，1,850万円を代表値とした。等価所得と生活習慣・
食生活に関する項目の推定値は，年齢階級（20－39歳，40－59歳，60－69歳，
70歳以上の４区分）で調整した。割合に関する項目は直接法，平均値に関する
項目は共分散分析を用いて算出した。等価所得の群間比較に関する項目は，多変
量解析（割合に関する項目は多変量ロジスティック回帰分析，平均値に関する項
目は共分散分析）を用いて600万円以上を基準とした他の３群との比較を行った。

　
*１ 年齢調整値の算出方法
 【（各年齢階級別の割合または平均値）×（基準人口の当該年齢階級別の人数）】
の各年齢階級の総和／基準人口の総数

*２ 米国国立がん研究所．Joinpoint Trend Analysis Software
 （https://surveillance.cancer.gov/joinpoint/）
*３ 平成24年国民健康・栄養調査結果報告
 （https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/eiyou/dl/h24-houkoku.pdf）
 平成28年国民健康・栄養調査結果報告
 （https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/eiyou/dl/h28-houkoku.pdf）
*４ Parker RN & Fenwick R （1983） The Pareto Curve and Its Utility for Open-
Ended Income Distributions in Survey Research. Social Forces 61, 872-885.
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７．集計客体
　　調査対象世帯数，調査実施世帯数は，次のとおりであった。

調査対象世帯数 調査実施世帯数※

6,134 2,910

※調査項目に１つ以上回答した世帯数。

　　地域ブロック別の値については，全国を次のとおり12地区に分類し，集計した。

地域ブロック 都　道　府　県　名

北 海 道 北海道

東 北 青森県，岩手県，宮城県，秋田県，山形県，福島県

関 東 Ⅰ 埼玉県，千葉県，東京都，神奈川県

関 東 Ⅱ 茨城県，栃木県，群馬県，山梨県，長野県

北 陸 新潟県，富山県，石川県，福井県

東 海 岐阜県，愛知県，三重県，静岡県

近 畿 Ⅰ 京都府，大阪府，兵庫県

近 畿 Ⅱ 奈良県，和歌山県，滋賀県

中 国 鳥取県，島根県，岡山県，広島県，山口県

四 国 徳島県，香川県，愛媛県，高知県

北 九 州 福岡県，佐賀県，長崎県，大分県

南 九 州 熊本県，宮崎県，鹿児島県，沖縄県
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　　調査客体数は，次のとおりであった。

　ア．年齢階級別集計客体数

男女計
身体状況調査 栄養摂取状況調査 生活習慣調査

血液検査 歩数測定
人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％

総　数 4,642 100.0 2,008 100.0 5,276 100.0 4,150 100.0 5,434 100.0
1－6 歳 163 3.5 － － 187 3.5 － － － －
7－14 歳 311 6.7 － － 399 7.6 － － － －
15－19 歳 171 3.7 － － 237 4.5 － － － －
20－29 歳 251 5.4 84 4.2 315 6.0 291 7.0 376 6.9
30－39 歳 394 8.5 155 7.7 417 7.9 405 9.8 542 10.0
40－49 歳 574 12.4 263 13.1 686 13.0 660 15.9 844 15.5
50－59 歳 628 13.5 287 14.3 723 13.7 701 16.9 886 16.3
60－69 歳 724 15.6 396 19.7 782 14.8 746 18.0 931 17.1
70 歳以上 1,426 30.7 823 41.0 1,530 29.0 1,347 32.5 1,855 34.1

（再掲）65－74 歳 908 19.6 519 25.8 960 18.2 906 21.8 1,155 21.3
（再掲）75 歳以上 905 19.5 523 26.0 975 18.5 829 20.0 1,190 21.9
（再掲）70－79 歳 923 19.9 542 27.0 995 18.9 915 22.0 1,182 21.8
（再掲）80 歳以上 503 10.8 281 14.0 535 10.1 432 10.4 673 12.4

男性
身体状況調査 栄養摂取状況調査 生活習慣調査

血液検査 歩数測定
人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％

総　数 2,171 100.0 888 100.0 2,485 100.0 1,917 100.0 2,510 100.0
1－6 歳 86 4.0 － － 101 4.1 － － － －
7－14 歳 153 7.0 － － 203 8.2 － － － －
15－19 歳 88 4.1 － － 122 4.9 － － － －
20－29 歳 111 5.1 35 3.9 143 5.8 128 6.7 166 6.6
30－39 歳 189 8.7 66 7.4 195 7.8 185 9.7 268 10.7
40－49 歳 273 12.6 106 11.9 332 13.4 318 16.6 406 16.2
50－59 歳 277 12.8 114 12.8 333 13.4 322 16.8 405 16.1
60－69 歳 339 15.6 181 20.4 360 14.5 349 18.2 433 17.3
70 歳以上 655 30.2 386 43.5 696 28.0 615 32.1 832 33.1

（再掲）65－74 歳 427 19.7 235 26.5 452 18.2 430 22.4 546 21.8
（再掲）75 歳以上 408 18.8 251 28.3 428 17.2 369 19.2 514 20.5
（再掲）70－79 歳 438 20.2 251 28.3 471 19.0 426 22.2 559 22.3
（再掲）80 歳以上 217 10.0 135 15.2 225 9.1 189 9.9 273 10.9

女性
身体状況調査 栄養摂取状況調査 生活習慣調査

血液検査 歩数測定
人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％

総　数 2,471 100.0 1,120 100.0 2,791 100.0 2,233 100.0 2,924 100.0
1－6 歳 77 3.1 － － 86 3.1 － － － －
7－14 歳 158 6.4 － － 196 7.0 － － － －
15－19 歳 83 3.4 － － 115 4.1 － － － －
20－29 歳 140 5.7 49 4.4 172 6.2 163 7.3 210 7.2
30－39 歳 205 8.3 89 7.9 222 8.0 220 9.9 274 9.4
40－49 歳 301 12.2 157 14.0 354 12.7 342 15.3 438 15.0
50－59 歳 351 14.2 173 15.4 390 14.0 379 17.0 481 16.5
60－69 歳 385 15.6 215 19.2 422 15.1 397 17.8 498 17.0
70 歳以上 771 31.2 437 39.0 834 29.9 732 32.8 1,023 35.0

（再掲）65－74 歳 481 19.5 284 25.4 508 18.2 476 21.3 609 20.8
（再掲）75 歳以上 497 20.1 272 24.3 547 19.6 460 20.6 676 23.1
（再掲）70－79 歳 485 19.6 291 26.0 524 18.8 489 21.9 623 21.3
（再掲）80 歳以上 286 11.6 146 13.0 310 11.1 243 10.9 400 13.7

※身体状況調査及び生活習慣調査は，設問に１つ以上回答した人数である。
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イ．地域ブロック別客体数（栄養摂取状況調査対象者数）
（人）

総数 北海道 東北 関東Ⅰ 関東Ⅱ 北陸 東海 近畿Ⅰ 近畿Ⅱ 中国 四国 北九州 南九州

5,276 239 392 1,189 446 269 696 544 214 381 204 415 287

ウ．職業別状況（栄養摂取状況調査対象者数）
（人）

総　数 専門的・技術
的職業従事者

管理的
職業従事者 事務従事者 販売従事者 サービス職業

従事者
保　安
職業従事者 農業従事者

総数 5,276 546 204 478 256 376 54 166

男性 2,485 262 179 159 117 124 52 105

女性 2,791 284 25 319 139 252 2 61

林業従事者 漁業従事者 運輸・通信
従事者

生産工程・
労務作業者 家事従事者 その他

（無職） 保育園児 幼稚園児

総数 5 7 81 461 860 877 92 54

男性 4 4 75 347 50 549 47 30

女性 1 3 6 114 810 328 45 24

その他の
幼児

小学校
低学年

小学校
中学年

小学校
高学年 中学生 その他の

学生 不　明

総数 25 93 93 96 166 270 16

男性 16 49 42 48 92 125 9

女性 9 44 51 48 74 145 7
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８．本書利用上の留意点
 （１） 栄養素等摂取量の算出
　栄養素等摂取量の算出には，文部科学省科学技術・学術審議会資源調査分科会
「日本食品標準成分表2015年版（七訂）」，「日本食品標準成分表2015年版（七訂） 
追補2016年」，「日本食品標準成分表2015年版（七訂）追補2017年」及び「日本
食品標準成分表2015年版（七訂）追補2018年」（以下「成分表2015」という。）を
使用した。食物繊維の摂取量について，日本食品標準成分表2015年版（七訂）追
補2018年の「炭水化物成分表　別表１」に収載されている食品は，AOAC2011.25
法による値を用いて算出し，水溶性は高分子量水溶性の値のみを適用している。
　栄養素等摂取量は，調理後（ゆで，焼き等）の成分値が成分表2015に収載さ
れている食品は，これを用いた。また，その他の食品については，成分表2015
に収載されている調理による「重量変化率」を加味して算出した。

 （２） 食品群分類
　食品群分類は，国民健康・栄養調査食品群別表（18～23頁）のとおりである。なお，
「バター（小分類76）」と「動物性油脂（小分類79）」は，動物性食品として取り扱っ
ているので注意されたい。また，平成13年国民栄養調査より，以下の点につい
て変更されている。
ア． 分類
　「ジャム」は「砂糖類」から「果実類」に，「味噌」は「豆類」から「調味料・
香辛料類」に，「マヨネーズ」は「油脂類」から「調味料・香辛料類」に分類。
イ． 重量
　食品の重量は，調理を加味した数量となり，「米・加工品」の米は「めし」・「か
ゆ」など，「その他の穀類・加工品」の「干しそば」は「ゆでそば」など，「藻
類」の「乾燥わかめ」は「乾燥わかめ・水戻し」など，「嗜好飲料類」の「茶葉」
は「茶浸出液」などで算出。野菜類の「漬物」などはそのままの重量を用いた。
　また，平成30年国民健康・栄養調査より，成分表2015の導入に伴い，「だい
こん」及び「しょうが」の「おろし・おろし汁」などはそのままの重量を用い
た。なお，調理に用いた水分（液状だしを含む）は重量には含めなかった。

 （３） 食品群／栄養素等摂取量の分布
　国民健康・栄養調査の結果からは，中央値（または平均値）を情報として活用
することはできるが，１日分の食事内容の調査であるため，習慣的な摂取量の分
布曲線を得ることはできない。１日調査で得られる摂取量の分布曲線は，その幅
がかなり広くなり，推定平均必要量未満の人の割合を過大に評価するおそれがあ
るため，注意が必要である。
　（参考）「日本人の食事摂取基準（2020年版）」策定検討会報告書
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 （４） 食事内容
　　　次の区分により集計した。
ア．家庭食
　家庭で作った食事や弁当を食べた場合。
イ．調理済み食
　すでに調理されたものを買ってきたり，出前をとって家庭で食べた場合。
ウ．外食
　飲食店での食事，及び家庭以外の場所で出前をとったり市販のお弁当を買っ
て食べるなど家庭で調理せずに，食べる場所も家庭ではない場合（食事内容は
「イ．調理済み食」と同じ）。
エ．給食
　・保育所・幼稚園給食（教職員は，職場給食）
　・学校給食（教職員は，職場給食）
　・職場給食
オ．その他
　・菓子，果物，乳製品，嗜好飲料などの食品のみを食べた場合
　・錠剤などによる栄養素の補給，栄養ドリンク剤のみの場合
　・食事をしなかった場合

（５） 肥満の判定
　　BMI（Body Mass Index，次式）を用いて判定した。
　　BMI＝体重 （kg）／（身長 （m））２

　　男女とも15歳以上BMI＝22を標準とし，肥満の判定基準は下記のとおりである。

判　定 低体重（やせ） 普　通 肥　満

BMI 18.5 未満 18.5 以上 25.0 未満 25.0 以上

（「肥満症診療ガイドライン 2022 年による肥満の判定基準」より）

　学校保健統計調査方式による肥満度判定
　６～ 14歳における肥満度は，年齢別，身長別標準体重から判定した。

判　定

やせ傾向 肥満傾向

－20%以下 普　通 20%以上

高度やせ 軽度やせ 軽度肥満 中等度肥満 高度肥満

肥満度 －30%以下 －30％超
－20％以下

－20%超～
＋20%未満

20%以上
30%未満

30%以上
50%未満

50%以上

　肥満度（過体重度）＝（実測体重（kg）－身長別標準体重（kg））／身長別標準
　　　　　　　　　　　　  体重（kg）×100（％）
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　　身長別標準体重（kg）＝a×実測身長（cm）－b

係　数

男　子 女　子

年齢（歳） a b a b

６ 0.461 32.382 0.458 32.079

７ 0.513 38.878 0.508 38.367

８ 0.592 48.804 0.561 45.006

９ 0.687 61.390 0.652 56.992

10 0.752 70.461 0.730 68.091

11 0.782 75.106 0.803 78.846

12 0.783 75.642 0.796 76.934

13 0.815 81.348 0.655 54.234

14 0.832 83.695 0.594 43.264

（参考） ①財団法人日本学校保健会「児童生徒の健康診断マニュアル（改訂版）」（2006），
②村田光範，伊藤けい子：平成14 年度厚生労働省厚生科学研究費補助金健康科学総合研究事業　
小児の栄養・運動・休養からみた健康度指標とQOLに関する研究　身体活動からみた健康度指標と
QOLに関する研究（2003）

（６）血圧の分類
収縮期血圧

（最高血圧）（mmHg）
拡張期血圧

（最低血圧）（mmHg）

正常血圧 ＜ 120 かつ ＜ 80

正常高値血圧 120－129 かつ ＜ 80

高値血圧 130－139 かつ /または 80－89

Ⅰ度高血圧 140－159 かつ /または 90－99

Ⅱ度高血圧 160－179 かつ /または 100－109

Ⅲ度高血圧 ≧ 180 かつ /または ≧ 110

（孤立性）収縮期高血圧 ≧ 140 かつ ＜ 90
結果図表中の数値は，２回の測定値の平均値（「高血圧治療ガイドライン2019」成人における血圧値の分類・診察室血圧より）

（７） “メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）の疑い”の判定
　国民健康・栄養調査の血液検査では，空腹時採血が困難であるため，メタボリッ
クシンドローム（内臓脂肪症候群）の診断基準項目である空腹時血糖値及び中性
脂肪値により判定はしない。したがって，本報告における判定は以下のとおりと
した。

メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）が強く疑われる者
 　腹囲が男性85cm，女性90cm以上で，３つの項目（血中脂質，血圧，血糖）
のうち２つ以上の項目に該当する者。
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メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）の予備群と考えられる者

　腹囲が男性85cm，女性90cm以上で，３つの項目（血中脂質，血圧，血糖）
のうち１つに該当する者。

※“該当する”とは，下記の「基準」を満たしている場合，かつ／または「服薬」がある場合とする。

腹囲 腹囲（ウエスト周囲径）　男性：85cm以上　 女性：90cm以上

項目 血中脂質 血圧 血糖

基準 ・HDLコレステロール値　
　40mg/dL 未満

・収縮期血圧値　130mmHg 以上
・拡張期血圧値　 85mmHg 以上

・ヘモグロビンA1c（NGSP）値  
　6.0％以上

服薬 ・コレステロールを下げる薬服用
・中性脂肪（トリグリセライド）を
  下げる薬服用

・血圧を下げる薬服用 ・血糖を下げる薬服用
・インスリン注射使用

（参考）　厚生労働科学研究 健康科学総合研究事業 「地域保健における健康診査の効率的なプロトコ
ールに関する研究 ～健康対策指標検討研究班中間報告～」平成17年８月
厚生労働省健康局がん対策・健康増進課/厚生労働省保険局総務課「平成25年度以降に実
施される特定健康診査・特定保健指導における特定保健指導レベル判定値，受診勧奨判定
値及びメタボリックシンドローム判定値等の取扱いについて」平成24年11月13日

（８） “糖尿病が強く疑われる者”，“糖尿病の可能性を否定できない者”の判定

糖尿病が強く疑われる者

　ヘモグロビンA1cの測定値があり，身体状況調査の糖尿病診断の有無に回答
した者のうち，ヘモグロビンA1c （NGSP）値が6.5％以上，又は，身体状況調査
の現在の糖尿病治療の有無に「有」と回答した者。　

糖尿病の可能性を否定できない者

　ヘモグロビンA1cの測定値がある者のうち，ヘモグロビンA1c（NGSP）値が
6.0％以上，6.5％未満で，“糖尿病が強く疑われる者”以外の者。

（９） その他
　本調査結果に掲載している数値は四捨五入のため，内訳合計が総数と合わない
ことがある。
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国民健康・栄養調査食品群別表
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職業分類表

番号 職業分類項目 仕　事　の　種　類
所得（賃金・給料，営業利益など）を伴う仕事についている方（内職，アルバイト，パートを含む）
01 専門的・技術的

職業従事者
研究者，技術者（農林水産，製造，建築・土木・測量，情報処理・通信，その他），
医師，歯科医師，獣医師，薬剤師，保健師，助産師，看護師，医療技術者（診療
放射線技師，臨床検査技師，理学療法士，作業療法士，言語聴覚士，歯科衛生士
など），その他の保健医療従事者（栄養士，あんまマッサージ指圧師，はり師，きゅ
う師，柔道整復師など），社会福祉専門職業従事者（保育士など），法務従事者（裁
判官，検察官，弁護士など），経営・金融・保険専門職業従事者（公認会計士，税
理士など），教員，宗教家，著述家，記者，編集者，美術家，写真家，デザイナー，
写真家，映像撮影者，音楽家，舞台芸術家，その他の専門的・技術的職業従事者（学
芸員，個人教師，職業スポーツ従事者など）

02 管理的職業従事者 管理的公務員，法人・団体役員，法人・団体管理職員，その他の管理的職業従事者
03 事務従事者 一般事務従事者（総務事務員，受付・案内事務員，秘書など），会社事務従事者，

生産関連事務従事者，営業・販売事務従事者，外勤事務従事者（集金人など），運輸・
郵便事務従事者，事務用機器捜査員

04 販売従事者 商品販売従事者（小売店主，飲食店主，販売店員，商品仕入・販売外交員，商品
仲介人など），販売類似職業従事者（不動産仲介人，保険外交員，質屋店主・店員
など），営業職業従事者

05 サービス職業従事者 家庭生活支援サービス職業従事者（家政婦（夫），家事手伝いなど），介護サービス
職業従事者，保健医療サービス職業従事者（看護助手，歯科助手など），生活衛生サー
ビス職業従事者（理容師，美容師，クリーニング職など），飲食物調理従事者，接客・
給仕職業従事者，居住施設・ビル等管理人，その他のサービス職業従事者（旅行・
観光案内人，物品一時預り人など）

06 保安職業従事者 自衛官，司法警察職員（警察官など），その他の保安職業従事者（看守，消防員，
警備員など）

07 農業従事者 農耕従事者，養畜従事者，植木職，造園師など
08 林業従事者 育林従事者，伐木・造材・集材従事者など
09 漁業従事者 漁労従事者，船長・航海士・機関長・機関士（漁労船），海草・貝採取従事者，水

産養殖従事者など
10 輸送・機械運転

従事者
自動車運転者，鉄道運転従事者，船舶・航空機運転従事者，その他の輸送従事者（車
掌，鉄道輸送関連業務従事者，甲板員，船舶機関員など），定置・建設機械運転従
事者（発電員，変電員，ボイラー・オペレーター，クレーン・ウインチ運転従事者）

11 生産工程従事者，
建設・採掘従事者，
運搬・清掃・包装等
従事者等

生産設備制御・監視従事者，機械組立設備制御・監視従事者，製品製造・加工処
理従事者，機械組立従事者，機械整備・修理従事者，製品検査従事者，機械検査
従事者，生産関連・生産類似作業従事者，
建設躯体工事従事者（とび職，鉄筋作業従事者など），建設従事者（大工，畳職，
配管従事者など），電気工事従事者，土木作業従事者，採掘従事者，
運搬従事者，清掃従事者，包装従事者，その他の運搬・清掃・包装等従事者

上記（01～ 11）の仕事をされていない方
12 家事従事者 一般家庭の主婦等日常家事に従事することを常態としている人
13 その他 無職（高齢・病気・障害などの理由による場合も含む）
14 保育園児 保育所へ通うことを常態としている幼児
15 幼稚園児 幼稚園へ通うことを常態としている幼児
16 その他の幼児 保育所や幼稚園に通っていない幼児
17 小学校低学年 小学１，２年生
18 小学校中学年 小学３，４年生
19 小学校高学年 小学５，６年生
20 中学生 中学１～３年生
21 その他の学生 高校生，大学生，大学院生，各種専門学校生など
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50

50 99

100 149

150 199

200 299

300 399

400 499

500 599

10 600 699

11 700 799

12 800 999

13 1000 1499
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180ml     
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11

15 180ml

500ml

0.6 25 110ml

1/4 14 180ml

43 60ml

1.5 520ml

1 50ml
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